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【年通号数】公開・登録公報2015-045
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【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月22日(2015.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　持点による遊技が可能であり、入賞の発生に応じて持点が加算される遊技機と、遊技者
所有の遊技用価値を用いて持点を加算するとともに前記遊技機と通信可能に接続される遊
技用装置とを備え遊技用システムであって、
　前記遊技機は、
　　遊技への使用および入賞の発生に応じた持点の変化量を特定する特定手段を含み、
　　前記遊技用装置と前記遊技機との間での通信が適正に行なわれているか否かを確認す
るための通信番号とともに前記変化量を特定可能な更新情報を前記遊技用装置へ送信し、
　　該更新情報の送信から次回の更新情報の送信までの間における前記特定手段により特
定された変化量を今回変化量として記憶するとともに、該変化量を送信した後においても
前回変化量としてバックアップして記憶する変化量記憶手段をさらに含み、
　前記遊技用装置は、
　　持点を記憶する持点記憶手段を含み、
　　前記更新情報を受信するとともに、前記通信番号を含む所定の情報を前記遊技機に送
信し、
　　前記持点記憶手段が記憶している持点を前記更新情報に応じて更新する持点更新手段
を含み、さらに、
　　前記遊技機から送信されてきた前記通信番号を加算更新して該更新後の通信番号を含
む情報を前記遊技機に送信するとともに、最後に送信または受信した通信番号をバックア
ップして記憶し、
　前記遊技機は、前記遊技用装置から送信されてきた通信番号を加算更新して該更新後の
通信番号を送信するとともに、最後に送信した通信番号をバックアップして記憶し、前記
遊技用装置との間での通信開始時において、前記記憶している最後に送信した通信番号と
前記今回変化量および前記前回変化量の両方を特定可能な更新情報とを送信し、
　前記遊技用装置は、前記遊技機との間での通信開始時において、前記記憶している最後
に送信または受信した通信番号に比べて、前記遊技機から送信されてきた通信番号が大き
い値であるときには、前記受信された更新情報により特定される前記今回変化量と前記前
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回変化量とを用いて前記持点記憶手段が記憶している持点の補正を行なう一方、前記遊技
機から送信されてきた通信番号が小さい値であるときまたは同じ値であるときには、前記
受信された更新情報により特定される前記今回変化量を用いて前記持点記憶手段が記憶し
ている持点の補正を行ない、
　前記遊技機は、持点を記憶する副持点記憶手段を含み、該副持点記憶手段が記憶してい
る持点を前記遊技用装置へ送信し、
　前記遊技用装置は、
　　前記持点記憶手段が記憶している持点と、前記副持点記憶手段が記憶している持点と
の整合性を判定する判定手段を含み、
　　前記判定手段によって不整合と判定されたときに、所定の不整合発生時処理を実行す
る、遊技用システム。
【請求項２】
　持点による遊技が可能であり入賞の発生に応じて持点が加算される遊技機と通信可能に
接続するための接続部を備え、遊技者所有の遊技用価値を用いて持点を加算する遊技用装
置であって、
　持点を記憶する持点記憶手段を含み、
　前記遊技用装置と前記遊技機との間での通信が適正に行なわれているか否かを確認する
ための通信番号を含む所定の情報を前記遊技機に送信するとともに、遊技への使用および
入賞の発生に応じた持点の変化量を特定可能な更新情報を、前記遊技機より受信し、
　前記持点記憶手段が記憶している持点を前記更新情報に基づいて更新する持点更新手段
とを含み、さらに、
　前記遊技機から送信されてきた通信番号を加算更新して該加算更新された通信番号を含
む情報を前記遊技機に送信するとともに、最後に送信または受信した通信番号をバックア
ップして記憶し、さらに、前記遊技機との間での通信開始時において、前記遊技機が最後
に送信した通信番号と前回の更新情報の送信以降における前記遊技機での持点の変化量で
ある今回変化量および該今回変化量以前に更新情報として送信された変化量である前回変
化量の両方を特定可能な更新情報とを受信し、
　前記遊技用装置は、前記遊技機との間での通信開始時において、前記記憶している最後
に送信または受信した通信番号に比べて、前記遊技機から送信されてきた通信番号が大き
い値であるときには、前記受信された更新情報により特定される前記今回変化量と前記前
回変化量とを用いて前記持点記憶手段が記憶している持点の補正を行なう一方、前記遊技
機から送信されてきた通信番号が小さい値であるときまたは同じ値であるときには、前記
受信された更新情報により特定される前記今回変化量を用いて前記持点記憶手段が記憶し
ている持点の補正を行ない、
　遊技への使用および入賞の発生に応じて前記遊技機側で更新している持点を前記遊技機
より受信したときに、当該受信した持点と、前記持点記憶手段が記憶している持点との整
合性を判定する判定手段を含み、
　前記判定手段によって不整合と判定されたときに、所定の不整合発生時処理を実行する
、遊技用装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　（１）　持点による遊技が可能であり、入賞の発生に応じて持点が加算される遊技機（
パチンコ機２）と、遊技者所有の遊技用価値（プリペイド残高、持玉数、あるいは貯玉数
）を用いて持点を加算するとともに前記遊技機と通信可能に接続（コネクタ３３０、２０
と接続配線）される遊技用装置（カードユニット３）とを備える遊技用システムであって
、
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　前記遊技機は、
　　遊技への使用および入賞の発生に応じた持点の変化量を特定する特定手段（遊技機制
御用のマイクロコンピュータ、加算玉数カウンタ、減算玉数カウンタ）を含み、
　　前記遊技用装置と前記遊技機との間での通信が適正に行なわれているか否かを確認す
るための通信番号（シーケンスナンバー（ＳＱＮ））とともに前記変化量を特定可能な更
新情報を前記遊技用装置へ送信し（払出制御基板１７が遊技機通信部３２５へ加算玉数や
減算玉数を送信し）、
　　該更新情報の送信から次回の更新情報の送信までの間における前記特定手段により特
定された変化量を今回変化量として記憶するとともに、該変化量を送信した後においても
前回変化量としてバックアップして記憶する変化量記憶手段（図５；現加算玉数を記憶す
る加算玉数カウンタ、現減算玉数をカウントする減算玉数カウンタ、前回玉関連情報とし
ての前加算玉数を記憶する領域および前減算玉数を記憶する領域）をさらに含み、
　前記遊技用装置は、
　　持点を記憶する持点記憶手段（「遊技玉数」を記憶するＲＡＭ）を含み、
　　前記更新情報を受信するとともに、前記通信番号を含む所定の情報を前記遊技機に送
信し（遊技機通信部３２５）、
　　前記持点記憶手段が記憶している持点を前記更新情報に応じて更新する持点更新手段
（制御部３２３）を含み、さらに、
　　前記遊技機から送信されてきた前記通信番号を加算更新して該更新後の通信番号を含
む情報を前記遊技機に送信するとともに、最後に送信または受信した通信番号をバックア
ップして記憶し（図５；制御部３２３のＲＡＭ）、
　前記遊技機は、前記遊技用装置から送信されてきた通信番号を加算更新して該更新後の
通信番号を送信するとともに、最後に送信した通信番号をバックアップして記憶し（図５
；払出制御基板１７のＲＡＭ）、前記遊技用装置との間での通信開始時において、前記記
憶している最後に送信した通信番号と前記今回変化量および前記前回変化量の両方を特定
可能な更新情報とを送信し（図４５～図５３；最終ＳＱＮと前回玉関連情報と現在玉関連
情報とを含むリカバリデータをリカバリ応答として送信）、
　前記遊技用装置は、前記遊技機との間での通信開始時において、前記記憶している最後
に送信または受信した通信番号に比べて、前記遊技機から送信されてきた通信番号が大き
い値であるときには、前記受信された更新情報により特定される前記今回変化量と前記前
回変化量とを用いて前記持点記憶手段が記憶している持点の補正を行なう一方（図４７、
図４９、図５１）、前記遊技機から送信されてきた通信番号が小さい値であるときまたは
同じ値であるときには、前記受信された更新情報により特定される前記今回変化量を用い
て前記持点記憶手段が記憶している持点の補正を行ない（図４５、図４６、図４８、図５
０、図５２）、
　前記遊技機は、持点を記憶する副持点記憶手段（遊技玉数カウンタ）を含み、該副持点
記憶手段が記憶している持点を前記遊技用装置へ送信し（遊技玉数を含む動作応答をＣＵ
へ送信し）、
　前記遊技用装置は、
　　前記持点記憶手段が記憶している持点と、前記副持点記憶手段が記憶している持点と
の整合性を判定する判定手段（図５；遊技玉数の一致を判定）を含み、
　　前記判定手段によって不整合と判定されたときに、所定の不整合発生時処理を実行す
る（表示器３１２によりエラー報知、リカバリ処理を行なってデータ補正要求のＢｉｔ２
が「１」のデータ（遊技玉補正ＯＮ）とＣＵが記憶している遊技玉数のデータを含む通信
開始要求をＰ台へ送信し、Ｐ台の遊技玉数の記憶をＣＵの遊技玉数に合わせる補正を行な
うなど）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１８】
　さらに、遊技用装置側と遊技機側とにおいて、最後に送信または受信した通信番号をバ
ックアップ記憶しておき、遊技用装置は、遊技機との間での通信開始時において、バック
アップ記憶している通信番号と遊技機から送信されてきた通信番号とを比較することによ
り、遊技機が送信した情報を受信していない場合に、今回変化量と前回変化量とを用いて
持点の補正を行なう一方、遊技用装置が送信した情報を遊技機が受信していない場合およ
び遊技用と遊技機とにおいて一方が送信した情報を他方が受信している正常状態の場合に
は、今回変化量を用いて持点の補正を行なう。その結果、通信制御を再開させたときに、
送信側では送信したはずのデータが受信側では受信されていないまま、通信が進行してい
くという不都合を解消できる。
　また、遊技機側で記憶している持点が遊技用装置側で記憶している持点と整合しない異
常を検出できる。さらに、そのような異常が発生した場合には、不整合発生時処理による
対処が可能となる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　（５）　持点による遊技が可能であり入賞の発生に応じて持点が加算される遊技機（パ
チンコ機２）と通信可能に接続するための接続部（コネクタ３３０）を備え、遊技者所有
の遊技用価値（プリペイド残高、持玉数、あるいは貯玉数）を用いて持点を加算する遊技
用装置（カードユニット３）であって、
　持点を記憶する持点記憶手段（「遊技玉数」を記憶するＲＡＭ）を含み、
　前記遊技用装置と前記遊技機との間での通信が適正に行なわれているか否かを確認する
ための通信番号（シーケンスナンバー（ＳＱＲ））を含む所定の情報を前記遊技機に送信
するとともに（遊技機通信部３２５）、遊技への使用および入賞の発生に応じた持点の変
化量を特定可能な更新情報を、前記遊技機より受信し（加算玉数や減算玉数を払出制御基
板１７より受信し）、
　前記持点記憶手段が記憶している持点を前記更新情報に基づいて更新する持点更新手段
（制御部３２３）とを含み、さらに、
　前記遊技機から送信されてきた通信番号を加算更新して該加算更新された通信番号を含
む情報を前記遊技機に送信するとともに、最後に送信または受信した通信番号をバックア
ップして記憶し（図５；制御部３２３のＲＡＭ）、さらに、前記遊技機との間での通信開
始時において、前記遊技機が最後に送信した通信番号と前回の更新情報の送信以降におけ
る前記遊技機での持点の変化量である今回変化量および該今回変化量以前に更新情報とし
て送信された変化量である前回変化量の両方を特定可能な更新情報とを受信し（払出制御
基板１７から加算玉数や減算玉数を受信し）、
　前記遊技用装置は、前記遊技機との間での通信開始時において、前記記憶している最後
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に送信または受信した通信番号に比べて、前記遊技機から送信されてきた通信番号が大き
い値であるときには、前記受信された更新情報により特定される前記今回変化量と前記前
回変化量とを用いて前記持点記憶手段が記憶している持点の補正を行なう一方（図４７、
図４９、図５１）、前記遊技機から送信されてきた通信番号が小さい値であるときまたは
同じ値であるときには、前記受信された更新情報により特定される前記今回変化量を用い
て前記持点記憶手段が記憶している持点の補正を行ない（図４５、図４６、図４８、図５
０、図５２）、
　前記持点記憶手段が記憶している持点と、前記遊技機に記憶されており（遊技玉数カウ
ンタ）前記遊技機から送信されてきた（遊技玉数を含む動作応答をＣＵへ送信し）持点と
の整合性を判定する判定手段（図５；遊技玉数の一致を判定）を含み、
　前記判定手段によって不整合と判定されたときに、所定の不整合発生時処理を実行する
（表示器３１２によりエラー報知、リカバリ処理を行なってデータ補正要求のＢｉｔ２が
「１」のデータ（遊技玉補正ＯＮ）とＣＵが記憶している遊技玉数のデータを含む通信開
始要求をＰ台へ送信し、Ｐ台の遊技玉数の記憶をＣＵの遊技玉数に合わせる補正を行なう
など）。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　さらに、遊技用装置側と遊技機側とにおいて、最後に送信または受信した通信番号をバ
ックアップ記憶しておき、遊技用装置は、遊技機との間での通信開始時において、バック
アップ記憶している通信番号と遊技機から送信されてきた通信番号とを比較することによ
り、遊技機が送信した情報を受信していない場合に、今回変化量と前回変化量とを用いて
持点の補正を行なう一方、遊技用装置が送信した情報を遊技機が受信していない場合およ
び遊技用と遊技機とにおいて一方が送信した情報を他方が受信している正常状態の場合に
は、今回変化量を用いて持点の補正を行なう。その結果、通信制御を再開させたときに、
送信側では送信したはずのデータが受信側では受信されていないまま、通信が進行してい
くという不都合を解消できる。
　また、遊技機側で記憶している持点が遊技用装置側で記憶している持点と整合しない異
常を検出できる。さらに、そのような異常が発生した場合には、不整合発生時処理による
対処が可能となる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】


	header
	written-amendment

